
   

  

 

 

 

１週目の生活の様子です 
 

生徒会対面式 ＜先輩から委員会や部活動の説明＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交通教室＜実際に街頭を走行しました＞ 

 

学 活＜学級役員・専門委員会・教科係・応援団員・選挙管理委員を決めました＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おまけ 

驚くほど靴をきれいに並

べられた下駄箱です。本

宮二中の校風の一つで

す。「自分の家でも玄関を

きれいにするのと同じよ

うに使いましょう」とい

うのが合言葉です。 

１週目は何かを決めたり覚えたりすることばかりです。校舎

の中もよくわからないし、たくさん緊張して過ごしたと思いま

す。今週は、朝、登校すると、各クラスに３年生数名ずつが待

っていてくれ、カバンの置き場所や分からないことを教えてく

れました。対面式でも上級生が頼もしく活動する姿を見て「上

級生のようがくｎにがんばってみたい！」と学級役員に立候補

する人が何人もいました。２週目からは疲れが出る人がいると

思いますが、がんばってまた元気に登校してほしいと思いま

す。 

        今 週 の 予 定 A＝50分授業 B＝４５分授業 

日 曜 日程 １校時 ２校時 ３校時 ４校時 ５校時 ６校時 行       事 

13 月 A 1 2 3 4 5 6 放送朝会（役員任命）       放課4:10 部活見学5:00まで 

14 火 Ａ 1 2 3 4 5 6 放課4:10 部活見学5:00まで 

15 水 Ａ 1 2 3 4 5  部活動なし 簡単清掃       放課2:50 

16 木 Ａ 1 2 3 4 5 6 放課4:10 部活見学5:00まで 

17 金 Ａ 1 2 3 4 5  入部届締切            放課3:10 部活見学4:00まで 

◆20 日(月)から部活動に参加し、下校時間が２～３年生と同じくなります。下校時間は次週のこの通信を見てください。 
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臨時休校により以後の予定は変わります。 

分かり次第お知らせします 



   

  

 

 

 

学年集会で１年目の目標を話しました 

～３年間一人一人が幸せに過ごし、頼もしく巣立っていくために～ 
私たち学年スタッフの考えです。生徒の皆さんももう一度思い起こし、強く胸に刻んでほしいと思います！ 

目標１ 仲間を大切に！ 
「この中で一番怖そうなのは誰だと思いますか？」という問いに、「先生方の名前」を答えました。違います。先生

方は、叱りはしても決して離れず最後まで応援します。こわいのは……生徒です。だから、大切にしましょう！ 

 ①本人にはどうしようもないことは絶対口にしない！ 

   「本人にはどうしようもないこと」とは、身長や体重などからだのこと。苦手なスポーツや学習、家族のこと

などです。本人がいつも気に病んでいることです。深く深く傷つけるのです。 

 ②いじめられることはもちろん、いじめたり悪口を言う人も幸せになれません！ 

   ひどいことを言われたら、その人と仲良くしたいなどととは思いません。あるのは悲しさと悔しさだけです。 

だから、悪口ばかり言っている人は、自分から仲よくなる人を減らしています。言われる人は傷つくし、言う 

人はどんどん孤立していきます。誰も幸せになれません。言う人も将来たくさんの友達ができるためにも、し 

っかりと叱っていきます。 

 ③自分がつらい時、一緒にいたいと思うのは、人のことを悪く言わない優しい人でしょう？ 

   そうであるなら、自分がそういう人になればいい。自然と人が集まり、自分も他の人も幸せになっていきます。

人を大切にする人が、大切にもされ、慕われるのです。 

目標２ あいさつと返事をがんばろう！ 
 ①残念ながら、最初の２日間はとてもできていませんでした。緊張もあったのでしょうが、「おはようございます」

と言っても５人に２人位は何も返さず、２人位はつぶやくようにあいさつを返していました。 

 ②中学生は『半分こどもで半分大人』です。できないことは大人に任せましょう。でも、できることを見つけて、

それを実行に移せるのが『半分こども・半分大人』です。毎朝自分で起きる、食事の用意や片づけ、ゲームの時

間と勉強の時間の自己管理、家の手伝いや部活の準備・片づけなど、できることを見つけるのは大変な成長で

あり、それを実行できるのが自立です。子供を見守る親や教師にとって、「将来1人でもやっていける」と思え

る、とてもうれしいことです。 

③そのための第一歩として、あいさつと返事ができること、これは自立した社会人への大きな一歩です。半分こど

も、半分大人の、大人の部分です。「小さいから礼儀ができなくても仕方がない」という年齢は終わりました。

学年集会のあと、よくがんばっています！ 

目標３ 「素直で一生懸命」が大活躍への道！ 
 ①３年間で、何か一つでもよいので大活躍してほしい。勉強でも、スポーツでも、いつも大声であいさつできるこ

とだって人生を切り拓きます。選挙管理委員など、そういった役職でもよい。「やりきった！」と思えることが

充実した生活や人生のへ第一歩となるでしょう。 

 ②そのために必要なことは『素直で一生懸命』にやることです。逆説で考えると、『アドバイスは聞かないで、手

を抜いて』となります。例えばバスケ。教わった通りのフォームで何百本、何千本とシュートの練習をしたら、

うまくならないわけがない。アドバイスを無視し手を抜いて練習したら……うまくなるはずがありありません。

好きな言葉を送ります。『努力した者が勝つとは限らない。しかし、勝つ者は必ず努力している』です。 
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